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教　員　名 成島　和男：NARUSHIMA　Kazuo

授業時間 科目区分 授業形態 学修単位単位
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項　　　　目

微分についての試験を行う。

授
業
概
要

電気磁気学や電気回路を理解するために必要な微分、積分および複素数の基
礎を教える。

合成関数及び陰関数の微分とその計算方法に
ついて説明する。

指数・対数関数
の微分

指数・対数関数の微分とその計算について説明
する。

到　達　目　標

学習・教育目標 (E) JABEE基準１（２）

評　価　方　法

（１）電気磁気学や電気回路で必要な微分積分
学の基礎を理解できること。（２）電気回路におけ
る記号法で用いられる複素数の概念とその計算
法を理解できること。

①小テスト及びレポート（３０％）、
②中間試験（３５％）、③期末試験
（３５％）で評価する。

９０分×15回 履修

導関数① 導関数の計算と微分の性質について説明する。

導関数②

不定積分 原始関数と不定積分について説明する。

内　　　　　　容

微分係数①
平均の変化率、及び、極限値と瞬間の変化率に
ついて説明する。

微分係数② 微分係数とその意味について説明する。

複素数の計算
①

ベクトルの和、差、積、商について説明する。

複素数の計算
②

ｊとベクトルの回転、共役複素数について説明す
る。

定積分
定積分の意味、定積分と不定積分の関係につい
て説明する。

不定積分の性
質

定積分の性質
と求め方

定積分の一般的性質とその計算について説明す
る。

不定積分の一般的性質とその計算について説明
する。

中間試験

小テスト 不定積分および定積分についてのテストを行う。

関連科目 解析IA、電気磁気学I、電気回路I

自学自習の内容
必ず復習を行い、完全に授業内容を理解すること。レ
ポートを課すことがある。

複素数

教　科　書 プリント

備　　考

参　考　書 電気回路の教科書『電気回路（１）』、数学の教科書

授業評価・理解度 最終回に授業評価アンケートを行う。

副担当教員

科　　　　　　目　　　　　　名 学年

電気数学　：　Mathematics for Electrical Engineering 2E

複素数の基礎事項、ベクトル表示、極座標表示
について説明する。

 まとめ
全体の学習事項のまとめを行う。また、授業評価
アンケートを行う。


	電気数学（２Ｅ）

